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日 銀
日
銀
の
先
週
１
週
間
の
国
債
買
い
入
れ
額
が
約
１０
兆
９

千
億
円
に
達
し
、
先
々
週
の
約
２
兆
３
千
億
円
か
ら
急
増

し
た
こ
と
が
２０
日
、
分
か

っ
た
。
欧
米
の
利
上
げ
に
つ
ら

れ
て
日
本
の
長
期
金
利
が
上
昇
し
な
い
よ
う
大
量
購
入
し

た
た
め
で
、
日
銀
の
国
債
保
有
残
高
の
伸
び
が
再
び
加
速

し
、
金
融
政
策
の
正
常
化
が
遠
の
く
恐
れ
が
出
て
き
た
。

欧
米
と
日
本
で
金
利
差
が
開
く
と
円
は
売
ら
れ
円
安
が
進

み
、
輸
入
価
格
上
昇
に
も

つ
な
が
る
。

社
長
は

「
円
安
が
進
ん
で
日
銀

の
政
策
修
正
観
測
が
高
ま
り
、

海
外
の
投
資
家
を
中
心
と
し
た

国
債
売
り
が
加
速
す
る
構
図
は

今
後
も
続
く
可
能
性
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。

日
銀
の
国
債
保
有
残
高
は
、

黒
田
氏
が
総
裁
に
就
任
し
た
２

０
■
３
年
３
月
期
は
■
２
５
兆

ま
た
、
Ｓ
Ｒ
Ｐ
が
金
融
機
関

や
不
動
産

コ
ン
サ
ル
業
者
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
太
陽
光
ビ
ジ

ネ
ス
継
続
の
た
め
の
融
資
や
撤

退
後
の
土
地
の
有
効
利
用
促
進

に
も

つ
な
げ
た
い
考
え
。

武
藤
社
長
は
会
見
で
、
２
０

１
２
年
に
導
入
さ
れ
た
固
定
価

格
買
取
制
度
に
よ

っ
て
、
日
本

で
ソ
ー
ラ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
が
広
が

っ
た
背
景
を
説
明
。
寿
命
を
迎

３
５
５
６
億
円
だ

っ
た
。
日
銀

は
物
価
上
昇
率
を
安
定
的
に
年

２
％
に
高
め
る
目
標
に
向
け
て

大
規
模
な
買
い
入
れ
を
続
け
、

２２
年
３
月
期
は
５
２
６
兆
■
７

３
６
億
円
ま
で
膨
ら
ん
だ
「
２２

年
３
月
期
は
１３
年
ぶ
り
に
前
期

機

え
る
パ
ネ
ル
が
増
え
、

１０
年
後

に
は
廃
棄
量
が
現
在
の
約
８０
倍

の
年
間
約
８０
万

ン
ト
に
達
す
る
と

の
環
境
省
の
試
算
に
触
れ
、
大

量
廃
棄
が
社
会
問
題
に
発
展
す

る
と
指
摘
し
た
。

同
事
業
に
つ
い
て

「
環
境
保

全
や
依
頼
企
業
の
経
済
負
担
軽

減
に
も
貢
献
で
き
る
」
と
期
待

を
に
じ
ま
せ
た
。

（川
崎
陸
）

比
で
減
少
し
た
が
、

２３
年
３
月

期
は
再
び
増
加
に
転
じ
る
可
能

性
が
あ
る
。
来
年
４
月
の
黒
田

氏
の
任
期
満
了
ま
で
■
年
を
切

る
中
、
大
規
模
な
金
融
緩

和

策

の
出

口
は
見
え
な

い
ま
ま

だ
。損保大手

4  社
損
害
保
険
大
手
４
社
が
、
家

具
や
家
電
な
ど
の
損
害
を
補
償

す
る
火
災
保
険
の
家
財
補
償
の

う
ち
、
日
常
生
活
で
誤

っ
て
壊

し
て
し
ま

っ
た
場
合
の
自
己
負

担
額
の
最
低
金
額
を
引
き
上
げ

る
こ
と
が
２０
日
、
分
か

っ
た
。

景
気
判
断
据
え
置
う

６
月

「
コ
ロ
ナ

の
影
埋

米
国
な
ど
主
要
国
の
中
央
銀

行
が
利
上
げ
に
動
く
中
、

日
本

の
国
債
に
も
売
り
圧
力

（金
利

は
上
昇
）
が
及
ん
で
い
る
。
日

銀
は
長
期
金
利
の
上
限
と
す
る

「
Ｏ

．
２５
％
程
度
」
を
死
守
す

る
構
え
。
日
本
は
新
型

コ
ロ
ナ

一　
　
　
Ｉ

■
■
■
■
■

ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら
の
回
復
途
上

に
あ
り
、
利
上
げ
は
企
業
や
個

人
の
借
り
入
れ
負
担
を
増
や
し

「
経
済
が
さ
ら
に
悪
く
な
る
」

（黒
田
東
彦
総
裁
）
と
し
て
い

る
た
め
だ
。

先
週
は
、
日
銀
が
１７
日
の
金

融
政
策
決
定
会
合
で
金
利
上
限

の
引
き
上
げ
を
決
め
る
と
の
海

外
投
資
家
な
ど
の
思
惑
か
ら
、

国
債
の
売
り
注
文
が
膨
ら
み
、

利
回
り
が
０

・
２５
％
を
超
え
る

場
面
が
目
立

っ
た
。
日
銀
は
買

い
入
れ
額
を
大
幅
に
増
や
し
て

市
場
の
思
惑
に
応
戦
し
た
。

２０
日
の
長
期
金
利
は
０

・
２５

％
よ
り
低
い
水
準
で
推
移
し
た

が
、
東
短
リ
サ
ー
チ
の
加
藤
出

業
開
始
を
目
指
す
方
針
を
示
し

た
。同

社

に
よ
る

と
参
加
企
業

は
、
解
体
や
分
別
、
運
搬
、
部

材
ど
と
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
最
終

処
分
な
ど
の
業
者
。
Ｓ
Ｒ
Ｐ
が

パ
ネ
ル
の
解
体

・
廃
棄
依
頼
を

一
元
的
に
受
け
付
け
、
パ
ネ
ル

設
置
場
所
最
寄
り
の
参
加
企
業

に
処
理
を
依
頼
す
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
や
廃
棄
、
最
終

処
分
な
ど
の
情

報
を
管
理

・
追

跡
す
る
こ
と
で

不
法
投
棄
を
防

止
。
顧
客
に
と

っ
て
も
処
分
を

適
正
価
格
で
行

え
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
い

つヽ
。

Ｓ
Ｒ
Ｐ
事
業
に

つ
い
て
説
明
す

る
関
東
道
路
の

武
藤
正
浩
社
長

＝
水
戸
市
笠
原

町
の
県
庁

政
府
は
２０
日
、
６
月
の
月
例

経
済
報
告
を
発
表
し
、
国
内
景

気
の
基
調
判
断
を

「持
ち
直
し

の
動
き
が
み
ら
れ
る
」
で
据
え

置
い
た
。
先
行
き
の
リ
ス
ク
要

因
と
し
て
言
及
を
続
け
て
き
た

「
（新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）

感
染
症
に
よ
る
影
響
」
を
削
除
。

５
月
の
報
告
以
降
、
基
調
判
断

か
ら
コ
ロ
ナ
の
記
述
を
な
く
し

て
お
り
、
感
染
対
策
と
経
済
活

動
の
正
常
化
が
両
立
し
つ
つ
あ

る
状
況
を
踏
ま
え
た
。

個
別
項
目
で
は
消
費
者
物
価

に
つ
い
て
、
前
月
に
続
い
て
フ
」

の
と
こ
ろ
上
昇
し
て
い
る
」
と

し
た
。
個
人
消
費
は
外
食
や
旅

行
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
消
費
が
戻

り

つ
つ
あ
り

「
持
ち
直
し
の
動

き
が
み
ら
れ
る
」
で
維
持
し
た
。

生
産
の
判
断
は
、
半
導
体
不

足
に
よ
る
自
動
苗

を
踏
ま
え

「持
セ

に
足
踏
み
が
み
浪

き
下
げ
た
。

一
士

は
賃
貸
や
分
譲
（

需
要
が
増
え
て
お

動
き
と
な

っ
て
お

修
正
し
た
。
輸
エ

ッ
ク
ダ
ウ
ン

（拗

解
除
さ
れ
て
携
世

増
え

「
下
げ
止
北

に
引
き
上
げ
た
。

足
元
で
は
円
と

ナ
危
機
な
ど
に
い

続
く
が
、
予
備
魂

め

「
迅
速
か
つ
公

に
取
り
組
む
」
・．

に
は
引
き
続
き
う

昇
目
標
を

「持
建

に
実
現
す
る
」
」

世
界
経
済
に
い

日銀の国債保有残高
(各年3月時点)

L由 |||II

６００畑
５００
４００
３００
２００
１００
０

建
設
業
の
関
東
道
路

（筑
西

市
、
武
藤

正
浩
社
長
）
は

２０

日
、
太
陽
光

パ
ネ
ル

の
適
正

な
処
分
や
再
利
用
を
図
る

「
ソ

ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（Ｓ
Ｒ
Ｐ
と

運
営

に
乗
り
出
す
と
発
表

し

た
。
武
藤
社
長
が
２０
日
、
県
庁

で
記
者
会
見
を
開
き
、
県
内
２０

社
以
上
が
参
加
企
業
と
な
り
、

来
春
を
め
ど
に
本
格
的
な
事
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超

長
期
金
利
抑
制
で
加
速
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霙
穏

業
者
と
連
携
、新
事
業

純
郵
瑯
盤
翻
環
離擁
腹
ド

却け］曲綿
　　　　　呻麟

．２５
％
程
度
」
に
抑
え
る
た
め
、
無
制
限
に

、
η
ノ

架

暁
縛

啄
印
鮨
鐸

縛

艇

錘

づ

資
家
が
国
債
の
売
り
（金
利
は
上
昇
）
を

ふ
″

仕
掛
け
た
こ
と
に
対
抗
し
、
日
銀
の
国
債

ヽ
η
ノ

購
入
額
は
１０
年
物
を
中
心
に
急
増
し
た
。

日
本
と
米
欧
の
金
利
差
拡
大
に
よ
る
円

安
進
行
が
物
価
高
を
招
い
て
い
る
と
の
批

判
か
ら
、
日
銀
が
長
期
金
利
の
上
限
を
緩

和
す
る
政
策
修
正
に
踏
み
切
る
と
の
観
測

が
強
ま

っ
た
た
め
だ
。
日
銀
が
政
策
維
持

を
決
め
た
こ
と
で
国
債
の
売
り
は
沈
静
化

し
た
。

し
か
し
大
和
証
券
の
岩
下
真
理
チ
ー
フ

マ
ー
ケ

ッ
ト
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は

「海
外
中

銀
の
利
上
げ
動
向
で
海
外
の
投
資

フ
ァ
ン

ド
が

一
斉
に
売
り
を
出
す
こ
と
も
あ
り
え

る
」
と
指
摘
。
市
場
で
は
次
回
７
月
２０
、

２．
日
の
日
銀
決
定
会
合
前
に
再
び
日
本
国

債
の
売
り
圧
力
が
強
ま
る
と
の
見
方
が
あ

る
。Ｓ

Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
の
丸
山
義
正
チ
ー

フ
マ
ー
ケ

ッ
ト
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は

「長
期

金
利
は
日
本
経
済
の
状
況
や
物
価
、
財
政

に
応
じ
て
決
ま
る
の
が
正
常
だ
。
日
銀
が

大
量
に
買
う
と
本
来
の
金
利
か
ら
懸
け
離

れ
て
し
ま
う
」
と
懸
念
す
る
。

会

県
畜
産
大
賞
を
受
賞
し
た
本
新
草

地
の
大
久
保
健
治
さ
ん

（前
列
右

端
）
、
倉
持
ピ

ッ
グ
フ
ァ
ウ
ム
の

倉
持
勝
さ
ん

（同
左
か
ら
２
人

目
）
、
中
島
博
史
さ
ん
（同
左
端
）

ら
＝
水
戸
市
梅
香

本
県
の
畜
産
技
術
や
ブ
ラ
ン

ド
カ
向
上
に
功
績
の
あ
る
個
人

や
団
体
を
た
た
え
る
県
畜
産

協
会

（八
木
岡
努
会
長
）
の
「
県

畜
産
大
賞
」
表
彰
式
が
２０
日
本

水
戸
市
梅
香

の
Ｊ
Ａ
会
館

で

開
か
れ
た
。
経
営

。
指
導
と
地

域
振
興

の
両
部
門

で
計
３
人

に
、
最
優
秀
賞
な
ど
が
贈
ら
れ

た
。経

営

・
指
導
部
門
の
最
優
秀

賞
に

，
１ま
、
養
豚
業
の
倉
持
ピ
ッ

グ
フ
ァ
ウ
ム

（下
妻
市
）
の
倉

持
勝
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。
同
社

は
肉
豚
の
生
産
か
ら
精
肉
、
加

工
、
販
売
ま
で
を
手
が
け
、
ブ

ラ
ン
ド
肉
「
伝
説
の
下
妻
金
豚
」

や
加
工
品
が
品
評
会
や
コ
ン
ク

―
ル
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。
倉
持
さ
ん
は
受
賞
者
を
代

表
し
て

「
受
賞
を
励
み
に
畜
産

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

あ
い
さ

つ
し
た
。

地
域
振
興
部
門
で
は
、
牧
車

や
飼
料
用
稲
を
生
産
す
る
本
新

車
地

（稲
敷
市
）
の
大
久
保
健

治
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
、
常
陸

牛
指
定
生
産
者
の
中
島
博
史
さ

ん

（常
陸
大
宮
市
）
が
優
秀
賞

に
選
出
さ
れ
た
。

八
木
岡
会
長
は

「
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
や
耕
畜
連
携
に
尽
力
し

て
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
本
県

畜
産
業
を
引

っ
張

っ
て
い

っ
て

ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

（矢
幡
佳
那
子
）

常
総
Ｉ
Ｃ
周
辺

ツ
タ
ヤ
出
店
へ

来
春
、戸
田
建
設

ゼ
ネ

コ
ン
の
戸
田
建
設

（東

京
）
は
２０
日
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ

Ａ

（
ツ
タ
ヤ
）
を
展
開
す
る
カ

ル
チ

ュ
ア

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

・
ク
ラ
ブ

（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
、
東
京
）

と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
結

び
、
常
総
市
三
坂
新
田
の
首
都

圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

（圏
央

道
）
常
総
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
周
辺
に

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ

常
総
Ｉ
Ｃ
周
辺
ｒ

ヤ
の
店
内
イ
メ
ー

Ａ
Ｙ
Ａ
　
Ｂ
Ｏ
⌒

Ｅ
　
常
総
イ
ン
エ

（仮
称
）
」
を
一

表
し
た
。
２
０
（

鱗

効
呻
≦

噺

は
見

鶉

鄭

を
借
り
や
す
く
な
り
、
投
資
や
消
費
が
活
発
に
な
る
。
買
い
入

れ
額
を
示
す
通
常
の
オ
ペ

（公
開
市
場
操
作
）
と
、
金
利
を
抑

え
込
む
た
め
に
利
回
り
を
固
定
し
て
国
債
を
無
制
限
に
買
い
入

れ
る

「指
し
値
オ
ペ
」
が
あ
る
。
日
銀
は
４
月
の
金
融
政
策
決

定
会
合
で
、
指
し
値
オ
ペ
を
原
則
と
し
て
毎
営
業
日
実
施
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
６
月
に
は
指
し
値
オ
ペ
の
対
象
を
拡
大
し
、

金
利
抑
制
姿
勢
を

一
段
と
鮮
明
に
し
た
。

金利再上昇 リスクも

ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
尽
力

「県
畜
産
大
賞
」
３
人
を
表
彰

6月 の月例経済報告
(矢印|よ 5月との比較)

日
常
生
活
の
家
財
破
損

自
己
負
担
額
引
き
上
げ

現
在
は
各
社
が
３
千
～
１
万
円

で
ば
ら
ば
ら
に
設
定
し
て
い
る

が
、

１０
月
以
降
の
契
約
か
ら
横

並
び
で
５
万
円
に
す
る
。
５
万

円
以
下
の
損
害
は
補
償
さ
れ
な

く
な
り
、
契
約
者
の
負
担
は
増

え
そ
う
だ
。

４
社
は
東
京
海
上
国
動
火
災

保
険
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
、
三
井

住
友
海
上
火
災
保
険
、
あ
い
お

い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
。

大
規
模
災
害
の
増
加
な
ど
で
悪

化
し
て
い
る
火
災
保
険
の
収
支

改
善

に

つ
な
げ
る
狙

い
が
あ

る
。自

己
負
担
額
導

保
険
会
社
が
設
≫

５
万
円
、

１０
万
［

ら
選
ぶ
こ
と
が
味

設
定
す
れ
ば
堡

え
る
こ
と
が
で
」

時

に
負
担
す
る

る
。１０

月
に
自
己
ユ

額
が
５
万
円
に
「

る
の
は
、
家
具
ゝ

っ
て
倒
し
て
破
一

た
場
合
な
ど

一
一

る
。
家
財
補
償
】

風
な
ど
に
よ
る
一

て
い
る
が
、
そ

，＾

担
の
最
低
金
額
一
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→

→

持ち直しの動きがみら
れる

一部の地域において足

「
日
kみがみられるものの、

持ち直している

世

界

日

本

このところ上昇
している

持ち直しの動き
に足踏みがみら
れる

持ち直しの動き
がみられる個人消費

消費者
物価


